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はじめに

このマニュアルでは、Sun N1 Service Provisioning Systemソフトウェアを使用して
BEA WebLogic 6.1および 7のアプリケーションとファイルを取得して配備する方法に
ついて説明します。

対象読者
このマニュアルの主な対象読者は、BEA WebLogic 6.1および 7の機能を Sun N1
Service Provisioning Systemソフトウェアに組み込む能力のある N1 Service
Provisioning Systemソフトウェアのシステム管理者およびオペレータです。このよう
なユーザーは、次のことに精通している必要があります。

� N1 Service Provisioning System製品
� UNIX®とWindowsの一般的なコマンドとユーティリティー
� BEA WebLogic 6.1および 7製品の一般的な概念と管理機能

お読みになる前に
Sun N1 Service Provisioning Systemソフトウェアの使用法に関する十分な知識がない
ユーザーは、次のマニュアルを参照してください。

� 『Sun N1 Service Provisioning System 5.1システム管理者ガイド』

� 『Sun N1 Service Provisioning System 5.1オペレーションとプロビジョニングガイ
ド』

� 『Sun N1 Service Provisioning System 5.1リリースノート』
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内容の紹介
第 1章では、BEA WebLogicプラグインソリューションの概要を説明します。

第 3章では、このプラグインのインストールと構成の方法について説明します。

第 4章では、このプラグインを使用して BEA WebLogicアプリケーションとファイル
を取得して配備する方法を説明し、さらにWebLogic固有のコンポーネントタイプに
ついて説明します。

第三者の関連Webサイト
このマニュアル内で参照している第三者の URLは、追加の関連情報を提供します。

注 –このマニュアル内で引用する第三者のWebサイトの可用性について Sunは責任
を負いません。Sunは、これらのサイトあるいはリソースに関する、あるいはこれら
のサイト、リソースから利用可能であるコンテンツ、広告、製品、あるいは資料に関
して一切の責任を負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれらを経由
して利用できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに伴って発生
した (あるいは発生したと主張される)実際の (あるいは主張される)損害や損失につい
ても、Sunは一切の責任を負いません。

マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。
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Sunのサービス URL 内容

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユーザーズ
ガイド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

9
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machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

10 Sun N1Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート (BEA WebLogic 6と BEA WebLogic 7
Plug-In 2.0) • 2005年 9月



第 1章

WebLogicプラグインの概要

この章では、Sun N1 Service Provisioning Systemを使用した BEA WebLogic 6.1およ
び 7アプリケーションのプロビジョニングに関する一般的な情報を説明します。この
章では、次の内容について説明します。

� 11ページの「WebLogicプラグインの目的」
� 12ページの「BEA WebLogicプラグインの構成要素」
� 12ページの「BEA WebLogicプラグインを使用する上での要件」

WebLogicプラグインの目的
Sun N1 Service Provisioning Systemソフトウェアは、BEA WebLogic 6.1および 7ア
プリケーションを難しい設定などは一切せずにサポートするための拡張機能を提供し
ます。ユーザーは、BEA WebLogicアプリケーションをリファレンスサーバーから取
得し、どのように構成するべきかを細かく選択した上で、スタンドアロンタイプ、管
理タイプ、またはクラスタタイプの BEA WebLogic環境にこのアプリケーションを配
備できます。

注 –このプラグインを使用して BEA WebLogic環境を管理する場合、プロビジョニン
グソフトウェアの外部への BEA WebLogicアプリケーションの配備やプロビジョニン
グソフトウェアの外部での BEA WebLogicアプリケーションの管理は避けてくださ
い。BEA WebLogicアプリケーションは、必ず Sun N1 Service Provisioning Systemソ
フトウェアを使用して管理する必要があります。
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BEA WebLogicプラグインの構成要素
BEA WebLogicプラグインには、WebLogic Enterpriseアプリケーション、Enterprise
JavaBeans (EJB)アプリケーション、およびWebアプリケーションの取得、構成、配
備を簡易化する定義済みコンポーネントとリソースファイルのほかに、WebLogic固
有のコンポーネントタイプがいくつか含まれています。これらのコンポーネントタイ
プは次の 3つのファミリに分類できます。

� 次に示す 3種類のWebLogic仮想ホストをサポートするコンポーネントタイプ

� WebLogic Admin Server
� WebLogic (Managed) Server
� WebLogicクラスタ

� WebLogic 6.xおよび 7.xアプリケーションサーバー上への配備用アプリケーション
の配備やプルを行う特殊なコンポーネント

� WebLogicプラットフォームの Enterprise JavaBeans™技術ベースAPIを使用して
実装される特殊なコンポーネントロジック

BEA WebLogicプラグインを使用する上
での要件
BEA WebLogicプラグインの配備先となるホストは、次の要件を満たす必要がありま
す。

WebLogicソフトウェア BEA Systems WebLogicバージョン 6.1または 7.0
が Sun N1 Service Provisioning System環境内に
存在すること。これは、配備するアプリケー
ションとファイルを取得できるようにするためで
す。

オペレーティングシステム BEA Systemで指定されている適切なバージョン
の UNIXまたはWindowsオペレーティングシス
テム

ディスク容量 Windowsシステムの場合、製品のインストール
領域として約 236Mバイトの空き容量と、インス
トーラが使用する一時的な格納領域として 170M
バイト

UNIXシステムの場合、製品のインストール領域
として約 196Mバイトの空き容量と、インストー
ラが使用する一時的な格納領域として 162Mバイ
ト
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RAM 256Mバイト (最小限); 512Mバイト (推奨)

Java run-time environment (JRE) WebLogic Serverのインストールプログラムは、
実行に JREが必要です。Windowsインストール
プログラムと、一部の UNIXインストールプロ
グラム (ファイル名が .binで終了する)には、
JREを含む Java 2 Software Development Kit
(SDK)が含まれています。ほかの UNIXプ
ラットフォームについては、WebLogic Serverイ
ンストールプログラム (ファイル名が .jarで終
了する)に Java 2 SDKは含まれていません。
.jarインストールプログラムを実行するには、
適切なバージョンの Java 2 SDKをシステムにイ
ンストールするとともに、その SDKの bin
ディレクトリを PATH変数の先頭に含める必要が
あります。SDKを使用する必要があるのは、こ
のディレクトリを指すようにインストールプロセ
スによって JAVA_HOME変数と関連変数が設定さ
れるためです。

また、WebLogicアプリケーションを取得し、配備可能な最新のWebLogic環境も用
意する必要があります。この環境は、次の要件を満たすものでなければなりません。

WebLogicアプリケーション 必要に応じて構成されたWebLogic 6.1または 7.0ア
プリケーションが稼働している

第 1章 • WebLogicプラグインの概要 13
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第 2章

WebLogic 6および 7プラグインのリ
リースノート

この章では、WebLogic 6および 7プラグインについての最新情報と既知の問題点につ
いて説明します。この章では、次の内容について説明します。

� 15ページの「インストール上の問題」
� 15ページの「実行時の問題」

インストール上の問題
インストールに関する問題はありません。

実行時の問題
次に、WebLogic 6および 7プラグインを使用するときに発生することが判明している
問題を示します。

WebLogic 7 Admin Serverが正常に停止したあと
エラーが表示される (6305069)
説明:コンポーネントの stopServerコンポーネントプロシージャーを使用して
WebLogic 7 Admin Serverを停止すると、プロビジョニングソフトウェアは作業が正
常に完了したあとでエラーメッセージを生成します。

回避策:エラーメッセージを無視します。

15



16 Sun N1Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート (BEA WebLogic 6と BEA WebLogic 7
Plug-In 2.0) • 2005年 9月



第 3章

BEA WebLogicプラグインのインス
トールと構成

この章では、BEA WebLogicプラグインのインストールと構成の方法について説明し
ます。この章では、次の内容について説明します。

� 17ページの「BEA WebLogicプラグインの入手」
� 18ページの「BEA WebLogicプラグインの Sun N1 Service Provisioning System
への追加」

� 19ページの「環境に応じたソリューションのカスタマイズ」

BEA WebLogicプラグインの入手
BEA WebLogicプラグインは、Sun N1 Service Provisioning Systemソフトウェアのプ
ラグインとしてパッケージ化されています。プラグインは、Java™ Archive (JAR)
ファイルにパッケージ化されています。BEA WebLogicプラグインのプラグイン
ファイルは、Sun N1 Service Provisioning System Supplement CDまたは Sun
Download Centerから入手できます。

BEA WebLogicプラグインは、2つの異なる JARファイルからインポートして入手で
きます。状況に応じ、適切なファイルを選択してください。

� BEA WebLogicプラグインを初めてインポートする場合は、
com.sun.weblogic_2.0.jarファイルを入手してください。

� BEA WebLogicプラグインの旧バージョンをすでにインポートしてある場合は、
com.sun.weblogic_1.1_2.0.jarファイルを入手してください。
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BEA WebLogicプラグインの Sun N1
Service Provisioning Systemへの追加
指定のプラグインを Sun N1 Service Provisioning Systemに通知するには、マスター
サーバーにプラグインをインポートする必要があります。BEA WebLogicプラグイン
の旧バージョンをすでにインポートしてある場合は、新しいプラグインにアップグ
レードする必要があります。

� ブラウザインタフェースを使用して BEA WebLogic
プラグインをインポートする
プラグインのインポートまたはアップグレードを行う場合は、次の手順で行います。
詳細は、『Sun N1 Service Provisioning System 5.1システム管理者ガイド』の第 5
章「プラグインの管理」を参照してください。

1. ブラウザインタフェースのメインウィンドウの「Administrative」セクションで、
「Plug-ins」をクリックします。

2. 「Plug-ins」ページの「Action」列で「Import」をクリックします。

3. JARファイルをダウンロードした場所に移動します。

� BEA WebLogicプラグインを初めてインポートする場合は、
com.sun.weblogic_2.0.jarファイルを選択します。

� BEA WebLogicプラグインの旧バージョンをすでにインポートしてある場合
は、com.sun.weblogic_1.1_2.0.jarファイルを選択します。

4. 「Continue to Import」ボタンをクリックします。

インポートが正常に終了すると、プラグインの詳細ページが開いて、そのプラグイ
ンが提供するオブジェクトが表示されます。

� CLIを使用して BEA WebLogicプラグインをイン
ポートする
コマンド行を使用してプラグインをインポートすることもできます。

� CLIからプラグインファイルをインポートするには、次のように入力します。

% cr_cli -cmd plg.p.add -path plugin-filename -u username -p password

手順

手順
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� BEA WebLogicプラグインを初めてインポートする場合は、plugin-filenameは
com.sun.weblogic_2.0.jarです。

� BEA WebLogicプラグインの旧バージョンをすでにインポートしてある場合
は、plugin-filenameは com.sun.weblogic_1.1_2.0.jarです。

環境に応じたソリューションのカスタマ
イズ
個々の環境に合わせて BEA WebLogicプラグインをカスタマイズする方法について
は、com.sun.weblogic_2.0.jarまたは com.sun.weblogic_1.1_2.0.jarの
readme.txtファイルで説明されています。
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第 4章

BEA WebLogicプラグインの使用法

BEA WebLogicプラグインは特別なコンポーネントタイプを提供し、WebLogicアプリ
ケーションの作業に必要な機能に簡単にアクセスできるようにします。この章では、
次の内容について説明します。

� 21ページの「WebLogicサーバーおよびクラスタの作成と管理」
� 29ページの「WebLogicアプリケーションの取得と編集」
� 31ページの「コンポーネントタイプ」
� 35ページの「プラン」

WebLogicサーバーおよびクラスタの作
成と管理
プロビジョニングソフトウェアでWebLogicサーバーとWebLogicクラスタの作成と
管理を行うには、「WebLogic Common Tasks」ページを使用します。具体的には次の
ような作業を実行できます。

� 21ページの「7.0用のWebLogic Admin Serverを作成する」
� 23ページの「6.1用のWebLogic Admin Serverを作成する」
� 25ページの「WebLogicクラスタを作成する」
� 26ページの「WebLogicサーバーインスタンスを管理する」

� 7.0用のWebLogic Admin Serverを作成する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebLogic」をク
リックします。

2. 「WebLogic Common Tasks」ページで、「Manage 7.0 Admin Servers」をク
リックします。

手順
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3. 7.0 Admin Serverコンポーネントの「Components Details」ページで、
「default:install」の隣にある「Run action」をクリックします。

4. この Admin Serverの変数を設定するには、ウィンドウの「Plan Parameters」セ
クションにある「Select from List」をクリックします。

� デフォルト値とは異なる値を持つ新しい変数設定セットを作成するには、
「Create Set」をクリックします。

「Select Variable Setting From List」ウィンドウが表示されます。

a. テーブルの最上部にあるテキストフィールドに、新しい変数設定セットの名
前を入力します。

b. WebLogic Admin Serverの名前を指定するには、「adminHost」の隣にあ
るボックスをクリックし、フィールド内に名前を入力します。

c. WebLogic Admin Serverのデフォルトのポート番号値 7001を変更するに
は、「adminPort」の隣にあるボックスをクリックし、フィールド内に新
しい番号を入力します。

d. セキュリティー保護された HTTPを使用してWebLogic Admin Serverに接
続するよう指定するには、「secureConnect」の隣にあるボックスをク
リックし、フィールド内に「True」と入力します。

e. WebLogicのインストール先となるパスを変更するには、「wlHomeDir」
の隣にあるボックスをクリックし、フィールド内にパスを入力します。

f. WebLogicドメイン名を変更するには、「domainName」の隣にあるボック
スをクリックし、フィールド内にドメイン名を入力します。

ほかの変数はあらかじめ定義されていますが、必要に応じて変更することも
できます。

� targetRefNameは、ホスト名の値とドメイン名の値に基づいて作成さ
れます。この変数は、 :[target:sys.hostName]_admin_:[ domainName]
という書式になります

� installPathは、ドメイン名の値に基づいて作成されます。この変数
は、admin_:[ domainName]という書式になります

� webLogicJARPathは、WebLogicホームディレクトリの値に基づいて
作成されます。この変数は、:[
wlHomeDir]:[/]weblogic700:[/]server:[/]lib:[/]weblogic.jar
という書式になります

� domainRootは user_projectsです

g. コンポーネント変数の値を更新したあと、「Save」をクリックします。

テーブル内に新しい変数設定が表示されます。

h. 「Select」をクリックします。
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� 別のコンポーネントの変数設定を使用するには、「Import Set」をクリックし
ます。

「Import Variable Settings」ウィンドウが表示されます。

a. 必要に応じ、インポートする変数設定がなされているコンポーネントが
入ったフォルダに移動します。

b. コンポーネントのバージョンを選択します。

注 –変数設定は、コンポーネントのバージョンごとに異なってもかまいませ
ん。

c. 「Import Variable Settings」をクリックします。

インポートされた変数設定がテーブル内に表示されます。

d. 「Select」をクリックします。

5. ターゲットホストを選択します。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

� 6.1用のWebLogic Admin Serverを作成する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebLogic」をク
リックします。

2. 「WebLogic Common Tasks」ページで、「Manage 6.1 Admin Servers」をク
リックします。

3. 6.1 Admin Serverコンポーネントの「Components Details」ページで、
「default:install」の隣にある「Run action」をクリックします。

4. この Admin Serverの変数を設定するには、ウィンドウの「Plan Parameters」セ
クションにある「Select from List」をクリックします。

� デフォルト値とは異なる値を持つ新しい変数設定セットを作成するには、
「Create Set」をクリックします。

「Select Variable Setting From List」ウィンドウが表示されます。

a. テーブルの最上部にあるテキストフィールドに、新しい変数設定セットの名
前を入力します。

b. WebLogic Admin Serverの名前を指定するには、「adminHost」の隣にあ
るボックスをクリックし、フィールド内に名前を入力します。

手順
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c. WebLogic Admin Serverのデフォルトのポート番号値 7001を変更するに
は、「adminPort」の隣にあるボックスをクリックし、フィールド内に新
しい番号を入力します。

d. セキュリティー保護された HTTPを使用してWebLogic Admin Serverに接
続するよう指定するには、「secureConnect」の隣にあるボックスをク
リックし、フィールド内に「True」と入力します。

e. WebLogicのインストール先となるパスを変更するには、「wlHomeDir」
の隣にあるボックスをクリックし、フィールド内にパスを入力します。

f. WebLogicドメイン名を変更するには、「domainName」の隣にあるボック
スをクリックし、フィールド内にドメイン名を入力します。

ほかの変数はあらかじめ定義されていますが、必要に応じて変更することも
できます。

� targetRefNameは、ホスト名の値とドメイン名の値に基づいて作成さ
れます。この変数は、 :[target:sys.hostName]_admin_:[ domainName]
という書式になります

� installPathは、ドメイン名の値に基づいて作成されます。この変数
は、admin_:[ domainName]という書式になります

� webLogicJARPathは、WebLogicホームディレクトリの値に基づいて
作成されます。この変数は、:[
wlHomeDir]:[/]lib:[/]weblogic.jarという書式になります

g. コンポーネント変数の値を更新したあと、「Save」をクリックします。

テーブル内に新しい変数設定が表示されます。

h. 「Select」をクリックします。

� 別のコンポーネントの変数設定を使用するには、「Import Set」をクリックし
ます。

「Import Variable Settings」ウィンドウが表示されます。

a. 必要に応じ、インポートする変数設定がなされているコンポーネントが
入ったフォルダに移動します。

b. コンポーネントのバージョンを選択します。

注 –変数設定は、コンポーネントのバージョンごとに異なってもかまいませ
ん。

c. 「Import Variable Settings」をクリックします。

インポートされた変数設定がテーブル内に表示されます。

d. 「Select」をクリックします。
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5. ターゲットホストを選択します。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

� WebLogicクラスタを作成する
WebLogicサーバークラスタは複数のWebLogicサーバーインスタンスから構成され
ています。これらのサーバーインスタンスが同時に実行し、連係動作することで拡張
性と信頼性が向上しています。クライアントから見ると、1つのクラスタが単一の
WebLogicサーバーインスタンスのように見えます。クラスタを構成するサーバーイ
ンスタンスは、同一マシン上で実行したり、複数のマシンに配置することができま
す。クラスタ内の各サーバーインスタンスは、同じバージョンのWebLogicサーバー
を使用する必要があります。

注 – Sun N1 Service Provisioning System環境では、クラスタを作成してから、そのク
ラスタ内に配置する管理対象サーバーを作成する必要があります。変数リストの引数
のうちクラスタホスト名は、管理対象サーバーを作成する際には省略可能な引数の 1
つです。このクラスタホスト名は、管理対象サーバーのインストール時にそのサー
バーに対する依存関係を作成するために使用されるものです。管理対象サーバーをク
ラスタよりも先に作成した場合にはクラスタホストは存在せず、依存関係の作成は失
敗します。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebLogic」をク
リックします。

2. 「WebLogic Common Tasks」ページで、「Manage Clusters」をクリックしま
す。

3. WebLogicクラスタコンポーネントの「Components Details」ページで、
「default:install」の隣にある「Run action」をクリックします。

4. このクラスタの変数を設定するには、ウィンドウの「Plan Parameters」セク
ションにある「Select from List」をクリックします。

� デフォルト値とは異なる値を持つ新しい変数設定セットを作成するには、
「Create Set」をクリックします。

「Select Variable Setting From List」ウィンドウが表示されます。

a. テーブルの最上部にあるテキストフィールドに、新しい変数設定セットの名
前を入力します。

b. クラスタの名前を指定するには、「targetName」の隣にあるボックスをク
リックし、フィールド内にクラスタ名を入力します。

c. コンポーネント変数の値を更新したあと、「Save」をクリックします。

テーブル内に新しい変数設定が表示されます。

手順
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d. 「Select」をクリックします。

� 別のコンポーネントの変数設定を使用するには、「Import Set」をクリックし
ます。

「Import Variable Settings」ウィンドウが表示されます。

a. 必要に応じ、インポートする変数設定がなされているコンポーネントが
入ったフォルダに移動します。

b. コンポーネントのバージョンを選択します。

注 –変数設定は、コンポーネントのバージョンごとに異なってもかまいませ
ん。

c. 「Import Variable Settings」をクリックします。
インポートされた変数設定がテーブル内に表示されます。

d. 「Select」をクリックします。

5. クラスタを定義するターゲットWebLogic Admin Serverを選択します。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

7. ～で説明されている方法で、クラスタに含めるサーバーインスタンスを作成しま
す。

� WebLogicサーバーインスタンスを管理する
存在するWebLogic管理サーバーごとに、複数のサーバーインスタンスを実行できま
す。この作業では、WebLogicサーバーインスタンスの作成、起動、および停止の方
法について説明します。

注 – Sun N1 Service Provisioning Systemの外部でWebLogicアプリケーションを管理
することは避けてください。プロビジョニングソフトウェアを使用する場合、プロビ
ジョニングソフトウェアのみを使用してWebLogicアプリケーションを管理する必要
があります。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebLogic」をク
リックします。

2. 「WebLogic Common Tasks」ページで、「Manage Server Instances」をク
リックします。

3. 管理対象のサーバーインスタンスを作成するには、「Default: Install in the
Components Procedures list」の隣にある「Run action」をクリックします。

手順
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a. この管理対象サーバーに適用する変数セットを選択するには、ウィンドウ
の「Plan Parameters」セクションにある「Select from List」をクリックしま
す。

� デフォルト値とは異なる値を持つ新しい変数設定セットを作成するには、
「Create Set」をクリックします。
「Select Variable Setting From List」ウィンドウが表示されます。

i. テーブルの最上部にあるテキストフィールドに、新しい変数設定セット
の名前を入力します。

ii. この管理対象のサーバーインスタンスが実行するWebLogic Admin
Serverの名前を指定するには、「adminServerHostName」の隣にある
ボックスをクリックし、フィールド内に名前を入力します。これは、既
存のWebLogic Admin Server名でなければなりません。

iii.管理対象サーバーインスタンスの名前を指定するには、
「targetName」の隣にあるボックスをクリックし、フィールド内に名
前を入力します。

この名前は、targetRefName内で管理対象サーバーインスタンスの実際
の名前を作成するために使用されます。

iv. 管理対象サーバーインスタンスのフルネームを指定するには、
「targetRefName」の隣にあるボックスをクリックし、フィールド内
に名前を入力します。

デフォルトでは、ホスト名、ホストのタイプ (“server”など)、先の手順
で指定した targetNameの順に並んだものが targetRefNameとなり
ます。

v. 管理対象サーバーインスタンスのインストール先となるパスを指定する
には、「installPath」の隣にあるボックスをクリックし、完全パス名
を指定します。

デフォルトでは、ホストのタイプに基づいてinstallPathが生成さ
れ、そのあとに adminServerHostNameまたはターゲットとなること
のできるその他のコンポーネントのドメイン名が続き、さらに
>targetNameが続きます。

vi. この管理対象サーバーをクラスタに含める場合は、clusterHostName
を指定します。

注 –管理対象サーバーは、このクラスタの存在に依存します。クラスタ
がまだ存在しない場合は、まずクラスタを作成し、そのあと管理対象
サーバーインスタンスの作成に戻る必要があります。

vii.WebLogic起動スクリプトの完全パスを指定します。
適切なスクリプトが存在しないと、WebLogicサーバーインスタンスを
起動することはできません。必要に応じて、デフォルトのWebLogic起
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動スクリプトを変更してください。具体的には、次に示す変数の値を必
ず指定する必要があります。

� SERVER_NAME=server_name — WebLogic管理サーバーの名前。例:
managed2

� ADMIN_URL=URL_for_server — WebLogicサーバーの URL。例:
http://myplace.domain.me.com:7001/

� WLS_USER=${1} — WebLogicサーバーに使用するユーザー名。${1}
という表記は、スクリプトの呼び出し時にユーザーが提供する最初の
引数をWebLogicユーザー名に設定することを意味します。このよう
に指定すると、サーバーの起動時にユーザー名の入力を求めるプロン
プトが表示されなくなります。

� WLS_PW=${2} — WebLogicユーザー名のパスワード。${2}という表
記は、スクリプトの呼び出し時に 2つめの引数としてユーザーが指定
するパスワードをWebLogicパスワードに設定することを意味しま
す。このように指定すると、サーバーの起動時にパスワードの入力を
求めるプロンプトが表示されなくなります。

注 –起動スクリプトにこれらの変更を加える場合は、スクリプト内の古
い情報を必ず削除してください。古い情報が残っていると、ユーザーが
定義する値は無効になります。また、スクリプトはバックグラウンドで
実行されるように設定し、スクリプトの入出力ストリームはリダイレク
トしてください。

viii.コンポーネント変数の値を更新したあと、「Save」をクリックします。

テーブル内に新しい変数設定が表示されます。

ix. 「Select」をクリックします。

管理対象サーバーインスタンスの「Components Details」ページに戻り
ます。

� 別のコンポーネントの変数設定を使用するには、「Import Set」をクリック
します。

「Import Variable Settings」ウィンドウが表示されます。

i. 必要に応じ、インポートする変数設定がなされているコンポーネントが
入ったフォルダに移動します。

ii. コンポーネントのバージョンを選択します。

注 –変数設定は、コンポーネントのバージョンごとに異なってもかまい
ません。
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iii.「Import Variable Settings」をクリックします。

インポートされた変数設定がテーブル内に表示されます。

iv. 「Select」をクリックします。

管理対象サーバーインスタンスの「Components Details」ページに戻り
ます。

b. 管理対象サーバーインスタンスの「Components Details」ページで、この管理
対象サーバーインスタンスを実行するターゲットホストを選択します。

c. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

4. WebLogic管理対象サーバーインスタンスを起動するには、管理対象サーバーイン
スタンスの「Components Details」ページにある「Component Procedures」リ
ストの「Start」の隣にある「Run action」をクリックします。

a. 管理対象サーバーを選択します。

b. 「Run Selected Installations」をクリックします。

c. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

5. WebLogic管理対象サーバーインスタンスを停止するには、管理対象サーバーイン
スタンスの「Components Details」ページにある「Component Procedures」リ
ストの「Stop」の隣にある「Run action」をクリックします。

a. 管理対象サーバーを選択します。

b. 「Run Selected Installations」をクリックします。

c. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

WebLogicアプリケーションの取得と編
集
「WebLogic Common Tasks」ページでは、WebLogic Enterpriseアプリケーション、
EJB™アプリケーション、およびWebアプリケーションの取得、構成、配備が可能に
なります。

具体的には次のような作業を実行できます。

� 30ページの「WebLogicエンタープライズアプリケーションまたは EARファイル
を取得する」

� 30ページの「WebLogic WebアプリケーションまたはWARファイルを取得す
る」
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� 31ページの「WebLogic JARファイルを取得する」

注 – Sun N1 Service Provisioning Systemの外部では、WebLogicアプリケーションの
配備や管理を行わないでください。プロビジョニングソフトウェアを使用する場合、
プロビジョニングソフトウェアのみを使用してWebLogicアプリケーションを管理す
る必要があります。

� WebLogicエンタープライズアプリケーションまた
は EARファイルを取得する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebLogic」をク
リックします。

2. 「WebLogic Common Tasks」ページの「Enterprise Applications (EARs)」セク
ションで、「Create New」をクリックします。

3. このコンポーネントのラベルを入力します。

4. このコンポーネントの説明を入力します。

5. このエンタープライズアプリケーションが存在するWebLogic Admin Serverを選
択します。

6. 階層をナビゲートして、取得するエンタープライズアプリケーションを検索しま
す。

7. 「Check-in Selected Item」をクリックします。

8. 「check-in」ページの情報を確認して、「Continue to Check-in」をクリックしま
す。

� WebLogic WebアプリケーションまたはWAR
ファイルを取得する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebLogic」をク
リックします。

2. 「WebLogic Common Tasks」ページの「Web Applications (WARs)」セクション
で、「Create New」をクリックします。

3. このコンポーネントのラベルを入力します。

手順

手順
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4. このコンポーネントの説明を入力します。

5. このWebアプリケーションが存在するWebLogic Admin Serverを選択します。

6. 階層をナビゲートして、取得するWebアプリケーションを検索します。

7. 「Check-in Selected Item」をクリックします。

8. 「check-in」ページの情報を確認して、「Continue to Check-in」をクリックしま
す。

� WebLogic JARファイルを取得する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「WebLogic」をク
リックします。

2. 「WebLogic Common Tasks」ページの「Java Archives Containing EJBs
(JARs)」セクションで、「Create New」をクリックします。

3. このコンポーネントのラベルを入力します。

4. このコンポーネントの説明を入力します。

5. この JARファイルが存在するWebLogic Admin Serverを選択します。

6. 階層をナビゲートして、取得する JARファイルを検索します。

7. 「Check-in Selected Item」をクリックします。

8. 「check-in」ページの情報を確認して、「Continue to Check-in」をクリックしま
す。

コンポーネントタイプ
BEA WebLogicプラグインにはWebLogicに固有の複数のコンポーネントタイプが含
まれています。これらのコンポーネントタイプを使用すると、最も一般的な
WebLogicアプリケーションコンポーネントの多くを素早くモデル化し、特定のリ
ソースとインストール、アンインストール、エクスポート、およびスナップショット
動作を自動的に関連付けることができます。サーバーやクラスタを作成、管理する際
には、コンポーネントタイプの多くがソフトウェアにより使用されます。このため、
ユーザーが直接使用するコンポーネントタイプはわずかです。

� エンタープライズアプリケーション (EAR)

手順
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� Webアプリケーション (WAR)
� Enterprise JavaBeans (EJB)を含む Java Archive (JAR)ファイル

エンタープライズアプリケーション (EAR)コン
ポーネントタイプ
このタイプのコンポーネントは、エンタープライズアプリケーションをモデル化しま
す。このコンポーネントは、エンタープライズアプリケーションアーカイブ (EAR)ま
たはパッケージとして EARの拡張版を含むことができます。

エンタープライズアプリケーションのブラウズ
次のブラウザのいずれかを使用して、このコンポーネントタイプのエンタープライズ
アプリケーションを選択できます。

� インストール済みアプリケーションの 1つとその関連設定を選択できる管理サー
バーブラウザ。管理サーバーブラウザは、管理サーバー上のエンタープライズアプ
リケーションをアルファベット順に並べたリストを表示します。あるコンポーネン
ト用に 1つのエンタープライズアプリケーションを選択できます。

� EARファイルを選択して、設定が含まれないコンポーネントを作成できる、
ファイルシステムブラウザ。ファイルシステムブラウザは、ユーザーが選択できる
ファイルとディレクトリのリストを提供します。これらのファイルまたはタイプ
*.earのみをブラウザに表示させることを選択できます。

エンタープライズアプリケーションのインストール
エンタープライズアプリケーションのコンポーネントをインストールするには、
WebLogicサーバーまたはクラスタをターゲットホストとして使用する必要がありま
す。インストールプロセスにより、次の 3つの主要タスクが実行されます。

1. ターゲットへの EARファイルのインストール。
2. WebLogic管理サーバーへの EARの登録。
3. ドメインのブラウズで以前に取得されたプロパティーの適用。

エンタープライズアプリケーションのアンインストール
エンタープライズアプリケーションのコンポーネントをアンインストールすると、そ
のエンタープライズアプリケーションはターゲットから外れますます。エンタープラ
イズアプリケーションをターゲットにしているサーバーまたはクラスタが存在しない
場合には、管理サーバーから登録コンポーネントが削除されます。
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エラー状態
表 4–1 WebLogicエンタープライズアプリケーションのエラー状況

アクション 条件 結果

インストール トポロジが正しく構成されて
いない (ターゲットホストが
正しいドメインホストをポイ
ントしていない)

ターゲット化が失敗する

インストール ターゲットホストが有効な
WebLogicターゲットではな
い

インストールが禁止される

ブラウズ/インストール/アン
インストール

資格が適切に構成されていな
い。

操作が失敗する

ブラウズ ドメインホストでパスが正し
く構成されていない。

ブラウズが失敗する

Webアプリケーション (WAR)コンポーネントタイ
プ
このタイプのコンポーネントにはWebアプリケーションが含まれます。コンポーネン
トには、Webアプリケーションとその関連設定を含めることも、あるいは設定は含め
ずにWebアプリケーションだけを含めることもできます。

Webアプリケーションのブラウズ
次のブラウザのいずれかを使用して、このコンポーネントタイプのWebアプリケー
ションを選択できます。

� インストール済みアプリケーションの 1つとその関連設定を選択できる管理サー
バーブラウザ。管理サーバーブラウザは、管理サーバー上のWebアプリケー
ションをアルファベット順に並べたリストを表示します。1つのコンポーネントに
対して 1つのWebアプリケーションを選択できます。

� WARファイルを選択して、設定が含まれないコンポーネントを作成できる、
ファイルシステムブラウザ。ファイルシステムブラウザは、ユーザーが選択できる
ファイルとディレクトリのリストを提供します。これらのファイルまたはタイプ
*.warのみをブラウザに表示させることを選択できます。

Webアプリケーションのインストール
Webアプリケーションのコンポーネントをインストールするには、WebLogicサー
バーまたはクラスタをターゲットホストとして使用する必要があります。このインス
トールでは、コンポーネントがこのターゲットにインストールされ、包含されている
登録コンポーネントがターゲットの管理サーバーにインストールされます。
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Webアプリケーションのアンインストール
Webアプリケーションのコンポーネントをアンインストールすると、そのWebアプ
リケーションはターゲットからターゲット解除されます。Webアプリケーションを
ターゲットにしているサーバーまたはクラスタが存在しない場合には、管理サーバー
から登録コンポーネントが削除されます。

エラー状態

表 4–2 WebLogic Webアプリケーションのエラー状況

アクション 条件 結果

インストール トポロジが正しく構成されて
いない (ターゲットホストが
正しいドメインホストをポイ
ントしていない)

ターゲット化が失敗する。

インストール ターゲットホストが有効な
WebLogicターゲットではな
い。

インストールが禁止される。

ブラウズ/インストール/アン
インストール

資格が適切に構成されていな
い。

操作が失敗する。

ブラウズ ドメインホストでパスが正し
く構成されていない。

ブラウズが失敗する。

EJBコンポーネントタイプを含む Javaアーカイブ
ファイル

ブラウズ
次のブラウザのいずれかを使用して、このコンポーネントタイプの JARまたは EJB
ファイルを選択できます。

� インストール済みアプリケーションの 1つとその関連設定を選択できる管理サー
バーブラウザ。管理サーバーブラウザは、管理サーバー上のアプリケーションをア
ルファベット順に並べたリストを表示します。1つのコンポーネントに対して 1つ
の EJBを選択できます。

� JARファイルを選択して、設定が含まれないコンポーネントを作成できる、ファイ
ルシステムブラウザ。ファイルシステムブラウザは、ユーザーが選択できるファイ
ルとディレクトリのリストを提供します。これらのファイルまたはタイプ *.jar
のみをブラウザに表示させることを選択できます。
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インストール
このタイプのコンポーネントをインストールする場合は、ファイルまたはディレクト
リはインストールパスに基づいてファイルシステムにコピーされます。コピーが終了
すると、そのファイルまたはディレクトリはWebLogic管理サーバーに登録されま
す。

アンインストール
このタイプのコンポーネントをアンインストールすると、マスターサーバーから
ファイルまたはディレクトリが削除されます。

エラー状態
表 4–3 WebLogic EJBコンテナのエラー状態

アクション 条件 結果

アンインストール 依存するWebLogic EJBが依
然としてインストールされて
いる。

依存関係を示し、アンインス
トールが失敗する。

プラン
BEA WebLogicプラグインには、定義済みプランは含まれていません。

リソース
BEA WebLogicプラグインには、追加リソースは含まれていません。
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